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畜水産食品に残留する農薬エンドスルファンの試験法について 

 
標記については、「食品に残留する農薬、飼料添加物又は動物用医薬品の成分で

ある物質の試験法について」（平成１７年１月２４日付け食安発第 0124001 号当職

通知）の第２章一斉試験法中「GC/MS による農薬等の一斉試験法（畜水産物）」（以

下「通知法」という。）として示しているところであるが、通知法により農薬エン

ドスルファンを分析する場合には、通知法中の「試験溶液の精製」、「定量」につ

いては下記の方法により実施しても差し支えない。 
なお、これらの精製法及び定量法の採用にあたっては、各検査実施機関におい

てあらかじめ、添加回収試験を実施し、回収率を確認するとともに、適切に精度

管理を行われたい。 
 

記 
 
１ 試験溶液の精製法について 
通知法では、ゲル浸透クロマトグラフィー（ＧＰＣ）を使用することとして

いるが、ＧＰＣの使用が困難な場合にあっては、アセトニトリル及びｎ－ヘキ

サンを用いた分配による精製、シリカゲルドライカラムによる精製又は両者の

併用による精製を行っても差し支えないが、その場合、次の点に留意されたい。 
 
（１）アセトニトリル及びｎ－ヘキサンを用いた分配による精製を行う場合 
① アセトン及びｎ－ヘキサン（１：２）混液による試料抽出液の溶媒を除去

し、得られた残留物にｎ－ヘキサンを加えて 10 mL とする。 
② その一定量を分取し、これにｎ－ヘキサン 30～50 mL を加え、ｎ－ヘキサ

ンと同量のｎ－ヘキサン飽和アセトニトリルで２回分配操作を行う。 
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（２）シリカゲルドライカラムによる精製を行う場合 
① アセトン及びｎ－ヘキサン（１：２）混液による試料抽出液の溶媒を除去

し、得られた残留物にジクロロメタン及び石油エーテル（１：４）混液を加

えて 10 mL とする。 

② その一定量（脂肪 400～500 mg 相当量）を分取し、10％含水シリカゲル 15

ｇを乾式充てんしたカラムに負荷し、ジクロロメタン及び石油エーテル（１：

４）～（１：１）混液 150 mL で溶出する。 

 

２ 定量法について 

定量については、電子捕獲型検出器付きガスクロマトグラフ(ＧＣ-ＥＣＤ)

を使用しても差し支えない。 


